
 

平成 30年度 淀川区運営方針の改定履歴 

 

平成 30年 6月 7日現在 

※二重線部分＝削除、一重線部分＝追加      

 

 修正項目 修正内容 備考 

１ 

様式２ 

p.２ 

１－１－１ 

区民の防災意識

の向上 

【修正理由】 

・平成 29年度の最終振り返りを行った結果、業績目標を変更した。 

Ｈ30.6.7 

改定 

【修正前】 

〇業績目標 

・防災講座を受講し、家庭での備蓄、情報

収集の重要性を再認識したと回答した割

合 90％以上 

 

【修正後】 

〇業績目標 

・日ごろから家庭で水や食糧などを蓄える

ことが重要だと考えている区民の割合 

85％以上 

 

２ 

様式２ 

p.３ 

１－１－３ 

淀川区災害対策

本部機能の充実 

【削除理由】 

・予定していた取組が実施出来なかった為、削除した。 

Ｈ30.6.7 

改定 

【修正前】 

〇前年度までの実績 

・「淀川区災害対策本部初期初動訓練」の

実施（2018年 3月予定） 

【修正後】 

〇前年度までの実績 

・記載なし 

 

 

 

３ 

様式２ 

p.８ 

１－３－１ 

淀川区災害対策

本部機能の充実 

【修正理由】 

・業績目標と取組内容が重複している為、取組内容を削除した。 

Ｈ30.6.7 

改定 

【修正前】 

〇取組内容 

・要援護者と支援者をつなぐ体制の確立：

16地域。  

 

【修正後】 

〇取組内容 

・記載なし 

 

４ 

様式２ 

p.１２ 

２－１－２ 

淀川区小学生補

習充実事業 

【修正理由】 

・平成 29年度の最終振り返りを行った結果、業績目標を変更した。 

 

 

Ｈ30.6.7 

改定 

【修正前】 

〇業績目標 

・全実施校における参加児童への補習実施

時間の合計が 31,500（＝1校あたりの参加

人数 30人×2.5時間×42回×10校）以上。 

 

  【修正後】 

〇業績目標 

・全実施校における参加児童の合計が 300

人以上。 

資料８ 



 

５ 

様式２ 

p.１３ 

２－１－４ 

児童・生徒の体

力づくり支援事

業 

【修正理由】 

・平成 29年度の最終振り返りを行った結果、業績目標値を上方修正した。 

 

 

 

Ｈ30.6.7 

改定 

【修正前】 

〇業績目標 

・各種スポーツ出前講座等の延べ参加人数

の合計が区内小中学生の 40％以上 

  【修正後】 

〇業績目標 

・各種スポーツ出前講座等の延べ参加人数

の合計が区内小中学生の 42％以上 

６ 

 

 

 

様式２ 

p.１４ 

２－１－５ 

子どもの睡眠習

慣改善支援事業

（ヨドネル） 

【修正理由】 

・平成 29年度の最終振り返りを行った結果、業績目標値を上方修正した。 

    

 

 

 

 

Ｈ30.6.7 

改定 

【修正前】 

〇業績目標 

・区の取組を受けて、睡眠習慣改善の取組

について、自律的に実施できた学校が区内

23小中学校のうち 90％以上 

 

 

【修正後】 

〇業績目標 

・区の取組を受けて、睡眠習慣改善の取組

について、自律的に実施できた学校が区内

23小中学校全校   

 

 

７ 

 

様式２ 

p.１７ 

２－２－１ 

訪問型病児保育

（共済型）推進

事業 

【修正理由】 

・平成 29年度の最終振り返りを行った結果、取組内容の利用見込日数及び業績目標値

を修正した。 

 

 

 

 

 

Ｈ30.6.7 

改定 

【修正前】 

〇取組内容 

・2018年度の利用見込日数：延 644日 

○業績目標 

・2018 年度の年間目標：訪問型病児保育

の実会員 209名 

 

 

 

【修正後】 

〇取組内容 

・2018年度の利用見込日数：延 469日 

○業績目標 

・2018 年度の年間目標：訪問型病児保育

の実会員 160名 

 

８ 

 

 

 

様式２ 

p.１８ 

２－２－２ 

発達障がい児等

子育て支援事業 

 

 

【修正理由】 

・平成 29年度の最終振り返りを行った結果、業績目標値を上方修正した。 

 

 

 

 

Ｈ30.6.7 

改定 

【修正前】 

○業績目標 

・事業を利用して「発達障がいへの理解が

深まった」と回答した割合 80％以上 

【撤退基準】 

上記目標が 50％未満ならば事業内容を再

構築する。 

 

【修正後】 

○業績目標 

・事業を利用して「発達障がいへの理解が

深まった」と回答した割合 89％以上 

【撤退基準】 

上記目標が 70％未満ならば事業内容を再

構築する。 

 



９ 

 

 

様式２ 

p.２３ 

３－１－２ 

地域状況に応じ

たきめ細かな支

援 

 

 

【修正理由】 

・市政改革プラン 2.0（区政編）に合わせて、業績目標値を修正した。 

 

 

 

 

Ｈ30.6.7 

改定 

【修正前】 

○業績目標 

・派遣型の地域公共人材が活用された件

数：５件 

【撤退基準】 

・地域公共人材活用件数が３件以下の場

合、事業を再構築する 

【修正後】 

○業績目標 

・派遣型の地域公共人材が活用された件

数：１件 

【撤退基準】 

・地域公共人材活用件数が０件の場合、事

業を再構築する 

10 

 

 

 

 

様式２ 

p.３０ 

４－１－３ 

区政会議の運営 

【修正理由】 

・平成 29年度の最終振り返りを行った結果、業績目標値を上方修正した。 

 

 

 

 

 

Ｈ30.6.7 

改定 

【修正前】 

〇業績目標 

・①区政会議において、各委員からの意見

や要望、評価について、 

・十分に区役所や委員との間で意見交換が

行われていると感じている区政会議の委

員の割合 60％以上 

・適切なフィードバックが行われたと感じ

る区政会議の委員の割合 60％以上 

 

 

【修正後】 

〇業績目標 

・①区政会議において、各委員からの意見

や要望、評価について、 

・十分に区役所や委員との間で意見交換が

行われていると感じている区政会議の委

員の割合 62％以上 

・適切なフィードバックが行われたと感じ

る区政会議の委員の割合 65％以上 

11 

様式３ 

p.４，５，７ 

取組項目７，８、

１１ 

【修正理由】 

・当年度の取組内容の目標を取組の方針・目標内容と統一し、単独の目標とした。 

・当年度の取組内容の目標欄に記載していたその他の目標については、取組の内容欄に

記載した。 

 

Ｈ30.6.7 

改定 

※その他、誤字の修正、「前年度までの実績」欄の時点修正及びわかりやすい表現への修正等を行った。 

 

 


